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自分のいる場所がどこか分からなくなることがある

今日が何月何日か分からない時がある

自分の生年月日が分からなくなることがある

５分前に聞いたことを思い出せないことがある

薬を決まった時間に決まった分量を飲むことができない

自分で食事の準備ができない

電話をかけることができない

預金の出し入れや、公共料金の支払いなど一人でできない

バスや電車、自動車を使って一人で外出ができない

財布や鍵など、置いた場所が分からなくなることがある

一人で買い物ができない

季節や状況に合った服を自分で選ぶことができない

一日の計画を自分で立てることができない

電気やガスが止まってしまった時に対応に困る

道に迷って家に帰ってこれなくなることがある

対象 
となる方 

 ４０才以上で自宅で生活をしている、 

 認知症の方や認知症が疑われる方で 

 認知症初期集中支援チームとは、医療保健福祉に関する国家資格と認知症ケ

アの実務経験等を有した職員です。   

 認知症初期集中支援チームは、ご本人やご家族、民生委員、ケアマネジャー

などからの相談を受け、家庭訪問を行い、その結果を踏まえ、支援の方向性を

検討し、ご本人やご家族の自立した生活のサポートを行います。 

◆認知症の診断を受けていない、または治療を中断 

 している。 

◆医療サービスや介護サービス等を利用していない。 

◆何らかのサービスを利用しているが、認知症によ 

 る症状が強くどのように対応してよいか悩む、 

 困っている など… 

 

認知症かな？  または認知症で困ったら 

へご相談ください！ 

  まずは、お住まいの各担当 

ご相談ください。 

 

・家庭訪問 

・必要に応じて専門医療機関への受診の促しや調整。 

・必要な医療や介護サービスの検討。 

・認知症の症状に沿った対応や経過予測についてア 

 ドバイス。 

その後は、 

へ 

引継ぎをします。 

※お問い合わせ先は、 

 裏面の『とまほっと』をご参照ください。 

 複数当てはまったらご相談を 
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<事業に関するお問い合わせ先> 

苫小牧市福祉部介護福祉課   ☎     32-6347 


